
４
年
ぶ
り
に
中
央
で
開

催
さ
れ
た
第

回
赤
旗
ま

41

つ
り
に
は
全
国
か
ら

万
15

人
も
の
人
が
集
ま
り
、
出

会
い
と
共
感
が
広
が
り
、

美
味
し
く
、
楽
し
く
、
そ

し
て
「
安
倍
政
権
の
暴
走

と
対
峙
す
る
、
確
信
と
勇

気
が
わ
い
た
」
と
熱
気
あ

ふ
れ
る
も
の
と
な
り
ま
し

た
。鶴

岡
か
ら
後
援
会
に
よ

る
バ
ス
ツ
ア
ー
に

人
が

29

参
加
。
そ
の
他
に
も
家
族

や
個
人
で
複
数
が
別
に
参

加
し
、
総
勢

人
を
超
す

40

参
加
と
な
り
ま
し
た
。

バ
ス
ツ
ア
ー
の
一
行
は

初
日
の
早
朝
に
鶴
岡
を
出

発
し
、
昼
に
会
場
の
「
夢

の
島
」
へ
到
着
。
こ
の
日

は
あ
い
に
く
の
雨
で
し
た

が
、
中
央
舞
台
で
歌
っ
た

古
謝
美
佐
子
さ
ん
の
沖
縄

民
謡
や
子
守
唄
が
銃
剣
と

ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
で
踏
み
に

じ
ら
れ
て
き
た
沖
縄
県
民

の
苦
渋
の
思
い
を
伝
え
ま

し
た
。（

２
面
に
つ
づ
く
）
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加 藤 太 一
稲生 2 - 6 - 6
２４－５９３５

関 徹
長者町11-26
２４－２４１４

加 藤 鉱 一
宝徳仲田56
６４－３９４１

菅 井 巌
中 楯 9 6
３３－０５３４

第

回
赤
旗
ま
つ
り
に
参
加
し
て
き

続
い
て
発
表
さ
れ
た
次
期
衆
院
選
候

41

ま
し
た
。

補
者
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、
ま
さ
に
嵐

講
演
・
対
談
・
展
示
な
ど
を
通
し

の
よ
う
な
拍
手
と
大
歓
声
に
包
ま
れ
、

て
、
安
倍
政
権
の
行
き
詰
ま
り
と
、
国

「
来
年
の
選
挙
は
絶
対
勝
つ
ぞ
！
」
と

民
の
運
動
の
発
展
、
日
本
共
産
党
の
前

い
う
全
国
の
大
き
な
熱
気
を
実
感
し
ま

進
に
つ
い
て
、
理
解
を
深
め
る
こ
と
が

し
た
。

で
き
ま
し
た
。

赤
旗
ま
つ
り
に
集
っ
た
方
々
は
、
大

ま
た
、
八
代
亜
紀
さ
ん
、
ジ
ャ
ズ
、

多
数
が
日
々
の
暮
ら
し
に
苦
労
す
る
普

ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
、
民
謡
、
寄
席
、
浪
曲

通
の
労
働
者･

国
民
で
す
が
、
こ
の
方

な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
、
全
国
の
名
産
品
、

々
の
熱
い
思
い
が
き
っ
と
安
倍
政
権
を

郷
土
料
理
の
出
店
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
な

打
ち
倒
し
、
社
会
を
変
え
る
に
違
い
な

ど
、
広
大
な
会
場
で
数
え
切
れ
な
い
、

い
と
確
信
を
深
め
ま
し
た
。

企
画
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
本
当
に
「
楽

し
く
た
め
に
な
る
」
ま
つ
り
で
し
た
。

広
い
会
場
を
回
る
中
で
、
文
教
大
学

の
２
年
先
輩
で
参
院
埼
玉
選
挙
区
候
補

と
し
て
健
闘
し
た
伊
藤
岳
さ
ん
（
再
来

年
こ
そ
は
国
会
へ
！
）
、
全
労
連
元
議

長
の
坂
内
三
夫
さ
ん
、
日
本
医
労
連
中

野
千
香
子
委
員
長
な
ど
、
旧
知
の
方
々

に
も
お
会
い
で
き
、「
必
ず
勝
て
よ
！
」

と
激
励
を
頂
き
ま
し
た
。

２
日
目
の
お
昼
に
は
、
百
人
近
い
県

議･

県
議
候
補
と
一
緒
に
中
央
舞
台
に

登
壇
。
数
万
の
大
観
衆
に
手
を
振
る
機

会
を
頂
き
ま
し
た
。

中央舞台。最前列右から３人目。

第

回
赤
旗
ま
つ
り
開
催

41
安
倍
政
権
の
暴
走
に
対
峙
す
る
、
確
信
と
勇
気

鶴
岡
か
ら
バ
ス
ツ
ア
ー
な
ど

人
超
す
参
加

40



（
１
面
の
つ
づ
き
）

古
謝
さ
ん
は
「
親
世
代

か
ら
引
き
継
い
で
き
た
沖

縄
戦
の
歴
史
を
忘
れ
な

い
。
引
き
継
が
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
思
い
を
こ
め
、

歌
っ
て
い
る
」
「
オ
ー
ル

沖
縄
の
声
を
裏
切
っ
た
、

仲
井
真
知
事
を
辞
め
さ

せ
、
オ
ナ
ガ
さ
ん
を
当
選

さ
せ
た
い
」
と
訴
え
、
満

場
の
拍
手
が
応
え
ま
し

た
。２

日
目
に
は
晴
天
に
恵

ま
れ
、
昼
か
ら
東
北
ブ
ロ

ッ
ク
の
テ
ン
ト
前
で
、
次

期
衆
議
院
選
挙
候
補
と
し

て
発
表
さ
れ
た
高
橋
ち
づ

子
衆
院
議
員
と
大
門
実
紀

史
、紙
智
子
参
議
院
議
員
、

来
年
の
い
っ
せ
い
地
方
選

挙
の
各
県
の
候
補
者
が
一

同
に
揃
い
、
東
北
の
参
加

者
と
と
も
に
力
強
く
全
員

勝
利
の
決
意
を
固
め
合
い

ま
し
た
。

各
県
の
県
委
員
長
等
が

候
補
者
を
紹
介
し
、
県
議

候
補
者
の
関
と
お
る
市
議

団
長
も
力
強
く
こ
ぶ
し
を

挙
げ
て
決
意
を
示
し
ま
し

た
。そ

の
後
に
始
ま
っ
た
、

志
位
委
員
長
の
記
念
演
説

で
は
中
央
広
場
が
聴
衆
で

身
動
き
で
き
な
い
ほ
ど
に

な
り
、
１
時
間
を
越
す
演

説
の
随
所
に
「
そ
う
だ
」

「
が
ん
ば
れ
」
と
大
き
な

拍
手
が
沸
き
起
こ
り
ま
し

た
。特

に
「
２
つ
の
国
際
会

議
で
の
活
動
、
道
理
あ
る

主
張
は
必
ず
生
き
る
」
と

紹
介
し
た
中
で
、党
の
「
北

東
ア
ジ
ア
平
和
協
力
構

想
」
の
方
向
が
ア
ジ
ア
政

党
会
議
で
の
「
コ
ロ
ン
ボ

宣
言
」
と
し
て
採
択
さ
れ

た
こ
と
。
日
韓
・
韓
日
議

員
連
盟
総
会
の
「
共
同
声

明
」
採
択
に
も
、
「
日
本

軍
『
慰
安
婦
』
問
題
の
過

去
の
歴
史
に
正
面
か
ら
向

き
合
い
、
誤
り
を
真
摯
に

認
め
、
未
来
へ
の
教
訓
と

し
、
継
承
し
、
そ
れ
に
ふ

さ
わ
し
い
行
動
を
と
る
こ

と
」
と
し
た
日
本
共
産
党

の
主
張
が
盛
り
込
ま
れ
た

こ
と
は
、
ま
さ
に
「
道
理

あ
る
主
張
は
生
き
る
」
を

共
感
す
る
も
の
で
あ
り
、

世
界
の
流
れ
に
逆
行
す
る

安
倍
政
権
の
異
常
さ
が
よ

り
鮮
明
に
な
り
、
た
た
か

い
の
展
望
と
確
信
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
と
原
発

事
故
を
経
て
、
安
倍
政
権

が
「
亡
国
政
治
」
に
暴
走

し
て
い
る
中
で
開
か
れ
た

回
目
の
赤
旗
ま
つ
り

41は
、
ま
さ
に
国
民
的
課
題

と
、
た
た
か
う
方
向
と
展

望
を
指
し
示
し
た
記
念
す

べ
き
も
の
と
な
り
ま
し

た
。ま

た
、
鶴
岡
か
ら
の
参

加
者
か
ら
も
、
「
来
春
の

県
議
選
に
向
け
、
頑
張
る

パ
ワ
ー
を
も
ら
っ
た
」「
生

の
八
代
亜
紀
の
歌
は
、
す

ば
ら
し
か
っ
た
」
「
一
流

の
落
語
家
の
話
を
楽
し
ん

で
き
た
」
「
全
国
の
美
味

し
い
名
物
が
色
々
堪
能
で

き
た
」
「
大
書
籍
市
で
不

破
さ
ん
か
ら
サ
イ
ン
し
て

も
ら
い
、
ツ
ー
シ
ョ
ッ
ト

の
記
念
写
真
も
と
っ
て
も

ら
っ
た
」
「
東
京
の
友
人

と
会
え
、
会
場
で
酒
を
酌

み
交
わ
し
意
気
投
合
し

た
」な
ど
感
想
が
聞
か
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
や
楽
し

み
方
が
満
足
で
き
た
も
の

と
な
り
ま
し
た
。

（
赤
旗
ま
つ
り
随
行
記
・

市
議

菅
井
巌
）

土木課入札結果（ ）内は予定価格
10月30日入札分

・市公共下水道事業 雨水大山第二排水区(97～155号)新設工事（大山地
内）
(株)三浦土建 18,670,000円（19,272,000円）工期～27/2/20（落札率96.9％）

建築課入札結果（ ）内は予定価格
10月30日入札分

・市立加茂水族館既存建物解体工事
鶴岡建設(株) 40,200,000円（40,554,000円）工期～27/1/30（落札率99.1％）

都市計画課入札結果（ ）内は予定価格
10月30日入札分

・鶴岡公園園路等整備工事
鶴岡建設(株) 28,350,000円（31,880,000円）工期～27/3/20（落札率88.9％）

朝日庁舎入札結果（ ）内は予定価格
10月29日入札分

・道の駅「月山」電気自動車用急速充電設備整備工事（越中山地内）
不調

櫛引庁舎入札結果（ ）内は予定価格

10月30日入札分

・平成26年災33-101 菖蒲池地区(1)農業用施設災害復旧工事（宝谷字菖

蒲池地内）

山形工業(株) 12,500,000円（13,180,000円）

工期～27/3/10（落札率94.8％）

南部建設事務室入札結果（ ）内は予定価格

10月30日入札分

・市道野中中央線道路拡幅工事（東岩本地内）

(有)上野興業 2,800,000円（3,101,000円）工期～12/26（落札率90.3％）

・市道上名川落合線表層改良工事（下名川地内）

斎藤建設(株) 1,800,000円（1,833,000円）工期～12/1（落札率98.2％）

・平成26年災 市道村西柳沢線道路災害復旧工事（板井川地内）

斎藤建設(株) 2,700,000円（2,748,000円）

工期～27/1/15（落札率98.3％）

東北ブロックの集会で紹介される関とおる県議予定候補参加者にあいさつする松本善明元衆院議員（中央）

鶴岡市議会12月定例会日程（予定）

10:00開会
１２月２日（火）本会議

（開会、提案説明、総括質問等）

予算特別委員会

４日（木）本会議（一般質問）

10時：共産党市議団

５日（金）本会議（一般質問）

８日（月）本会議（一般質問）

９日（火）常任委員会（総務）

１０日（水）常任委員会（市民文教）

１１日（木）常任委員会（厚生）

１２日（金）常任委員会（産業建設）

１８日（木）予算特別委員会

１９日（金）本会議（閉会）

☆請願締切りは11月26日(水)13:00


